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【コンピュータが描いた絵】 

 これらは「人工知能が描いた絵」ではない。 

画面の１点ずつの座標を簡単な式に代入して、繰り返し計算した結果を色で表したものである。 

これらの絵は漸化式を使って計算しているため、フラクタル構造が現れている。前の計算結果を次

に反映させていくという非線形の世界だ。昨日の行いが今日に、今日の行いが明日に反映する、ま

さに現世そのものではないだろうか。                 佐伯 英子（情報工学） 
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社会からさらに期待される「技術士」を目指して 

 

今回は、2 年前の私の「巻頭言」第 2 弾として、①社会からさらに期待される「技術士」と

②「技術士」の社会貢献活動の拡大について、最近の近畿本部での活動を振り返り今後の活

動に向けて情報発信させて頂きます。あくまで近畿本部の一人の「技術士」からの意見とし

てお読みください。 

１． 一般社会から見た「技術士」及び「日本技術士会」について 

最近の様々な日本技術士会の活動を通じて「技術士」及び「日本技術士会」がどのような

資格であり、どのような組織であるかは少し認識されてきているとは思いますが、他の士業

の資格や組織に比すれば十分とは言い切れないと思います。引き続き色々な場面にて社会か

らの認識度を高める活動が必要と考えます。 

２．「技術士」及び「日本技術士会」の強みについて 

若い人の理数科離れなどが言われる中、技術士の皆様には実務経験をベースにお持ちの技

術力とその適用力が国家資格として保証されており、その技術力は大きな強みと考えます。

技術士資格の対象技術部門は 21 部門有り、現在の産学官の各方面から求められる技術領域を

ほぼ全てカバーしています。また、毎年新たな技術士が合格され、時代にマッチした新たな

技術への対応力がある技術士の参画があります。既存の技術士は、継続した研鑽活動（CPD）

から常に新たな技術にも対応できるように研鑽を行い、従来の技術力にプラスして新しい技

術力を学び、社会が求める多様化したニーズに対応できる応用力を持っています。今の時代

にはグローバルな対応が求められ、日本国内のみでなく国際的にも高い技術力を持った技術

者として期待されています。 

３．「技術士」及び「日本技術士会」の課題について 

年間を通じて多くの活動を実施していますが、未だ「日本技術士会」というクローズした

組織内の活動が多いと思います。豊富でかつ高度な技術力を持っていながら、その技術力を

社会に情報発信するパワーやチャネル展開が未だ不足していると言わざるを得ません。産学

官連携や産業界とのビジネス接点や地域社会との接点において「技術士」の力をアピールす

る努力が求められていると感じます。 

４．日本技術士会／近畿本部の今後の活動について 

（１）新たな活動の切り口としては、組織内の活動に止まらず、もっと社会にその技術力を

アピールする活動を期待します。そのためには、社会の課題解決を視野に入れるためにも、

地域社会に出て行くことでどのような問題や課題が発生しているかを肌で感じ、技術士会の

活動にその課題解決などを取り入れ、その活動結果を発表するなどして世間に技術力を発信

すべきです。また、「日本技術士会」以外の各種研究団体や学会やビジネス団体との技術交流

を積極的に行い、情報発信を行う必要があります。 

（２）組織内の活動としては、企業内技術士を中心とした若い技術士が参加でき、相互に情

報交換と技術交流ができる研修や意見交換の機会をつくり組織内部の活性化に向けた企画を

推進することが必要です。 

（３）少なくとも「日本技術士会」の 5 年後くらいの将来を見据えて新たな活動を行いたい

ものです。 

５．最後に私からのメッセージとして 

「あらゆる機会を通じて、「技術士」と「日本技術士会」を社会にアピールする活動を！！」 

巻頭言   

 

   近畿本部 副本部長 間島 勝彦（経営工学） 
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